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第Ⅰ章 はじめに 
 
１ 目的 
 
この点検評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正によって制度化され（平

成２０年４月 １日施行）、毎年、教育長及び事務局の事務執行を含む教育委員会の事務の管

理執行状況について、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図りながら点検評価を

行ない、その結果に関する報告書を作成して、議会に提出するとともに公表し、町民への説

明責任を果たし、信頼される教育行政を推進することを目的としています。 
 
２ 点検評価の概要 

 
点検評価の実施にあたっては、羅臼町教育委員会が行った点検及び評価の結果をまとめた

ものです。 
評価の基準として、達成状況の充分なもの（効果が現れているもの）をＡ・ほぼ達成して

いるもの（一部効果が現れているもの）をＢ・進行中（進行はしているが効果がみられない）

をＣ・計画はしたが未着手のものをＤとしました。 
 
３ 学識経験者の知見の活用について 

 
点検評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験者の知見を活用する事が法で定め

られております。このことから教育委員会では、５名の羅臼町教育行政点検評価に係る委員

を委嘱し、会議を通じて各事業の点検評価内容の説明を行うとともに、各委員から具体的な

意見などをいただきました。 
 教育委員会では、この結果を踏まえながら教育行政の充実した推進を図ってまいりたいと

考えています。 
 
４ 教育行政評価委員名及び委員の任期について 

 任期：平成２２年４月１日から平成２４年３月３１日 
氏   名 住       所 職    業 備 考 

二 宮 信 一 釧路市城山１－１５－５５ 釧路教育大学准教授 教育学・特別支援教育 

境  智 洋 釧路市城山１－１５－５５ 釧路教育大学准教授 地域学校教育 

芦 崎 輝 雄 羅臼町八木浜町２４ 会社役員 元羅臼町教育委員長 

関  勝 則 羅臼町麻布町５０ 会社役員 道社会教育アドバイザー 

佐 々 木 泰 幹 羅臼町幌萌町６２３－４２ 知床山岳ガイド 知床山海塾塾長 
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第Ⅱ章 羅臼町教育委員会の活動状況 
１ 教育委員の任期 
職  名 氏  名 就  任  日 任 期 満 了 日 
委 員 長 石 川   勝 昭和５８年 ６月 １日 平成２４年 ９月３０日 

委員（委員長職務代理者） 萬 屋 志都子 平成１８年 １月 １日 平成２３年 ９月３０日 
委   員 田 中 紅美子 平成２１年 ６月 １日 平成２６年 １月２４日 
委   員 川 越 優英知 平成１８年１０月 １日 平成２６年 ９月３０日 

委員（教育長） 池 田 栄 寿 平成１９年 １月１０日 平成２４年 ９月３０日 
 
２ 教育委員会の会議 
   
ⅰ 開催回数  ・定例会    １２回 

          ・臨時会     １回 
ⅱ 議決事項  ・議決案件    ９件 

・報告案件   １５件 
・協議案件   ２８件 
・その他     ５件 

 
３ 教育委員の活動状況 
（１）研修会に関する事項 
ⅰ 根室管内教育委員会連合会定期総会・研修会（羅臼町） 
ⅱ 北海道教育委員会連合会研修会（札幌市） 
ⅲ 教育委員研修会「羅臼町の特別支援教育の取組みと課題」 
ⅳ 教育委員研修会「羅臼町の学校給食の現状について」 
ⅴ 教育委員研修会「生きる力を育む創意と調和のある教育課程の編成・実施」について 

（２）学校行事に関する事項 
ⅰ 羅臼幼稚園、春松幼稚園の卒園式・入園式・運動会・発表会 
ⅱ 羅臼小学校、春松小学校卒業式・入学式・運動会・学芸会 
ⅲ 羅臼中学校、春松中学校卒業式・入学式・体育大会・文化祭 
ⅳ 羅臼高等学校卒業式・入学式・学校祭 
ⅴ 植別小中学校閉校式  ⅵ 飛仁帯小学校閉校式 

（３）社会教育に関する事項 
ⅰ 羅臼町成人式   ⅱ 羅臼町文化祭   ⅲ 文化協会総会 

（４）体育行事に関する事項 
ⅰ 国後眺望駅伝大会  ⅱ総合型スポーツクラブ「らいず」 

（５）その他 
ⅰ 羅臼町校長会との教育懇談会  ⅱ教育委員の幼稚園・学校訪問 
ⅲ 高校生の水産教室  ⅳ羅臼町敬老会 
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４ 教育委員会議の内容  
開  催  日 付   議   案   件 

平成２１年 ４月２７日 【報告事項】 
第 ６号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案 第１０号 平成２１年度 教育予算の補正について 

平成２１年 ５月２６日 【報告事項】 
第 ７号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案 第１１号 平成２１年度 教育予算の補正について 
議案 第１２号 平成２１年度準要保護児童・生徒の認定について 
議案 第１３号 教育委員会委員の辞職について 

平成２１年 ６月２４日 【報告事項】 
第 ８号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案 第１４号 平成２１年度準要保護児童・生徒の認定について 

平成２１年 ７月２７日 【報告事項】 
第 ９号 諸会議・諸事業について 

第１０号 外国語指導助手の交代について 

【協議事項】 

議案 第１５号 平成２１年度準要保護児童・生徒の認定について 

平成２１年 ８月 ４日 【報告事項】 
第１１号 平成２２年度から使用する中学校教科用図書の選定について 

平成２１年 ８月２６日 【報告事項】 
第１２号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案 協議 第 １号 平成２１年度 教育費補正について 

平成２１年 ９月２８日 【報告事項】 
第１３号 諸会議・諸事業について 

第１４号 平成２１年度 教育費予算補正結果について 

【協議事項】 

議案第１６号 羅臼町就学指導委員会規則の一部改正について 

選挙第 １号 羅臼町教育委員会 委員長の選挙について 

議案第１７号 羅臼町教育委員会 委員長職務代理者の指定について 

平成２１年１０月２６日 【報告事項】 
第１５号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案 協議第３号 羅臼町校長会への諮問・答申について 

平成２１年１１月１８日 【報告事項】 

第１６号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第１８号 平成２１年度 羅臼町中高一貫教育知床学士認定試験の 

       実施について 

議案第１９号 平成２２年度全国学力学習状況調査の実施について 
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開  催  日 付   議   案   件 
平成２１年１２月１１日 【報告事項】 

第１７号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第２０号 「羅臼町確かな学び推進プラン」策定について 

平成２２年 １月２６日 【報告事項】 

第 １号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第１号 平成２１年度準要保護児童・生徒の認定について 

議案第２号 羅臼町就学援助規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第３号 羅臼町特別支援教育就学奨励補助規則を廃止する規則の制

定について 

議案第４号 羅臼町学校給食実施規則の制定について 

平成２２年 ２月２２日 【報告事項】 

第 ２号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第 ５号 羅臼町立学校設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議案第 ６号 羅臼町立学校管理規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 

議案第 ７号 羅臼町立小中学校通学区域規則の一部を改正する規則の

制定について 

議案第 ８号 羅臼町の設置する学校施設の利用に関する規則の一部を

改正する規則の制定について 

議案第 ９号 平成２１年度 児童生徒表彰について 

議案第１０号 平成２１年度 準要保護児童・生徒の認定について 

議案第１１号  平成２１年度 教育費予算補正について 

議案第１２号 平成２２年度 教育行政執行方針について 

議案第１３号 平成２２年度 教育費予算の編成について 

平成２２年 ３月２５日 【報告事項】 

第  ３号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第１４号 平成２２年度 準要保護児童・生徒の認定について 
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５ 条例・規則等の制定、計画等の策定状況 
議案番号 条例・規則等の制定、計画等名 担 当 課 
第１６号 羅臼町就学指導委員会規則の一部改正について 学務課 
第２０号 平成２１年度 羅臼町確かな学び推進プラン 学務課 
第 ２号 羅臼町就学援助規則の一部を改正する規則の制定について 学務課 
第 ３号 羅臼町特別支援教育就学奨励補助規則を廃止する規則の制定について 学務課 
第 ４号 羅臼町学校給食実施規則の制定について 学務課 
第 ５号 羅臼町立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 学務課 
第 ６号 羅臼町立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 学務課 
第 ７号 羅臼町立小中学校通学区域規則の一部を改正する規則の制定について 学務課 
第 ８号 

     

羅臼町の設置する学校施設利用に関する規則の一部を改正する規則の

制定について 
学務課 

 
 
６ 学校への指導・助言・援助の状況等 
（１）主な指導・助言・援助の状況 
開催月日 内           容 担当課 
５月１５日 羅臼中学校指導主事による授業指導 学務課 
５月２５日 植別小中学校公開授業研究会の助言 学務課 
６月２３日 植別小中学校指導主事による授業指導 学務課 
６月２５日 飛仁帯小学校指導主事による授業指導 学務課 
７月 １日 春松中学校公開授業研究会助言 学務課 
７月 ９日 羅臼中学校指導主事による授業指導 学務課 
９月１５日 羅臼中学校指導主事による授業指導 学務課 
９月１６日 春松小学校指導主事による授業指導 学務課 
９月１７日 飛仁帯小学校指導主事による授業指導 学務課 
９月１８日 羅臼小学校指導主事による授業指導 学務課 
１１月 ２日 春松中学校指導主事による授業指導 学務課 
１１月１３日 羅臼中学校自主公開研究会兼羅臼地区交流研究会 学務課 

 
７ 外部評価委員会の開催 
開催月日 内             容 
９月１７日 教育行政点検・評価に係る内部打ち合わせ 
１０月 ５日 教育行政点検・評価に係る内部打ち合わせ 

１０月２０日 北海道教育大学釧路校を訪問し、事務局及び二宮准教授・境 准教授へ外部
評価委員への就任を依頼するとともに、評価調書について説明を行った。 

１１月１５日 第１回教育行政外部評価委員会開催 
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第Ⅲ章 教育行政の内部評価 
１ 重点施策の評価 

（１）学 校 教 育 

※評価Ａ：達成（効果が現れている）Ｂ：ほぼ達成（一部効果が見られる）Ｃ：進行中（効果がみられない）Ｄ：未着手 

区分 施 策 事 業 名 事 業 の 進 捗 状 況 と 成 果 問 題・課 題 等   評価  

（幼稚園教育の充実） 
幼稚園教育要領に基づいた教育活動の充
実を通して幼児一人ひとりの望ましい成
長を促し、豊かな人間性やたくましさの
育成など「生きる力」の基礎を培う。 

①幼児にふさわしい生活を実現する
ため、保護者との連携を図りながら園
児が集団生活に必要な基本的な生活
習慣やきまりに気付き身に付けてい
けるよう園児一人ひとりの育ちを日
常的に記録し、育ちを明確にした。 

一人ひとりの発達課題を
探り、集団で的確な援助
に努めているが、保護者
には充分に伝わっていな
い。クラス便りや連絡ノ
ートの工夫改善が必要。 

Ｂ 

預かり保育を教育活動の一環として位置づ
けを明確にする。 

①５歳児の午睡を改め、午後からのカ
リキュラムを推進している。 

預かりの保育計画を進め
ているが、まだ適切な対
応に改善を要する。 

Ｂ 

遊びの中に「言語の概念」や「数の概念」
を取込む。 

①親しみを持って日常挨拶をするこ
とや体験を通じてイメージや言葉を
豊かにする。又子どもたちの自主的な
遊びの中に、数に関する遊びを取入れ
発達を促した。 

幼稚園活動の中では充分
に取組むことができた。 

Ａ 

「食育」・「自然環境教育」など小学校と
の連携を意識した教育課程を推進する。 

①身近な自然観察を行いながら、蕗や
ヨモギを摘んで、園児も一緒になって
調理を行い食材として活用している。 
②幼稚園の畑を利用し大根栽培を行
い、園児も一緒になって調理を行い漬
物として食べている。 
 

保護者や保護者の祖父母
から好評である。 

Ａ 

小学校との交流を推進するために、教員
同士の交流を推進する。 

①小学校と具体的な活動内容につい
て明確にし、実行した。 

各学期ごと工夫をしなが
ら効果的に実施してい
る。 

Ｂ 

 
 
 
 
 

幼

稚

園

教

育 

小学校と幼稚園の教員による相互乗入れ
授業の可能性について検討する。 

①教員同士の親睦交流を行った。 
②教務担当間で月行事の確認を行い、
計画的に進めることができた。 

教員の相互乗入れ授業は出
来なかったが、初任の教員２
名、校長、教頭が授業参観を
行った。 

Ｂ 

（信頼に応え魅力ある学校づくり） 

 

新しい学習指導要領に基づきながら羅臼
町教育目標に沿って「生きる力」育む特
色ある学校づくりを推進する。各校にお
いて、教育課程を計画的に実施し、基礎
基本の確実な定着と自ら学び、自ら考え
る力等「確かな学力」を育成するととも
に、道徳教育の推進や生徒指導の充実に
努め、「豊かな心」の育成を図る。 

①各校とも新しい学習指導要領に基づき
ながら授業を確保している。 
②教育課程には各校ごとに地域の人材を
活用した授業に工夫されている。特に知床
財団を活用した自然環境教育が効果的に
展開されている。 
③家庭学習をはじめ、家庭生活の習慣化に
積極的に取組んでいる。 
④学校内の服装や挨拶等を通じた生徒指
導が継続的に行われている。 
 

学習成果の定着が充分に
はかられていない。家庭
学習、家庭生活の習慣化
に向けた保護者の取組み
が充分でない。 

Ｂ 

校長は、学校経営の重点目標を明確に示
し、具現化に向け、教職員一人ひとりの
持ち味を充分に発揮させ実現に努める。 

①学校経営計画を教職員とともに策
定する等工夫している。 
②指導を含めて、着実に成果が現れて
きている。 
 

若年層の教員が多いこと
から、徐々に成果は認め
られるが充分に具現化さ
れていない面がある。 

Ｂ 

自己評価や外部評価の評価項目の適宜な
検討を行い、より深い地域住民の参画を
推進する。 

①保護者や教職員へのアンケート調
査を実施し、学校経営に反映してい
る。 

自己評価や外部評価の項目
が検討が行われており、具体
的な方針も示されている。 

Ａ 

 
 
 

学

校

教

育 

教職員一人ひとりの授業力の向上を目指
し、校内研修や自己研修、更には経験年
数に応じた各種研修を支援する等資質の
向上を図る意欲的な取組みを支援する。 

①学力の向上に向けて、各種研修会を
開催した。 
②Ｑ－Ｕテストを実施し各クラスの
実態把握の資料を提供した。 
③根室教育局より指導主事の派遣を
依頼し、授業改善を促した。 

若年層の教員が多いこと
から、実施回数を増やし
ながら継続的に実施する
必要がある。 

Ｂ 
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特別支援教育の推進 ①特別支援教育プロジェクト会議の
開催３回 
②特別支援教育コーディネーター研
修会の開催 
③小学校に特別支援教育支援員配置 
④特別支援教育研修会の開催２回 
⑤特別支援教育の考え方を生かす学
級経営の進め方」研修会の開催 
⑥特別支援教育先進地視察の実施、 
 
 

各校の普通学級における
特別支援教育の成果を生
かす対応を工夫する必要
がある。 
羅臼小学校工藤校長によ
り「羅臼町の特別支援教
育の取組みと課題」につ
いて研究発表された。 

Ａ 

教育研究会への支援、学習指導法研究会、
自主公開研修など、実践的指導力向上の
推進。 

①教育研究会への支援、学習指導法研
究会への支援を行った。 
②指導力向上に向けて、校長とも協議
をして指導主事の学校訪問を積極的
に依頼した。 
 
 
 

今後も引続き継続してい
く必要がある。 

Ｂ 

学校の安全管理、いじめ防止活動、発達
段階に応じた薬物乱用防止教育の推進、
職業教育の推進。 

①各校で不審者対策の研修を行った。 
②いじめ防止に向けて、各校に資料提
供を行った他タバコや飲酒の害につ
いて青少年活動と合わせて啓発活動
を行った。 
③商工会と連携して職業体験活動を
支援した。 
 
 
 
 
 

中学生のキャリア教育に
ついては、将来目標を持
たせるような事前学習が
必要である。 

Ｂ 

（確かな学力を育む学習指導） 
ＣＲＴテストや全国学力学習状況調査の
結果から、各校ごとの課題が整理されて
きた。具体的な対応策の実践。 

①ＣＲＴテストを全校で実施した。結
果を分析し、各校の対策を求めた。 

一部学校で充分学習効果
が発揮されていない領域
について、具体的な対応
が不足している。 

Ｂ 

学習意欲の高揚、学習成果の定着化、家
庭学習の習慣化。 

①「羅臼町確かな学び推進プラン」を
策定し、家庭での学習や生活習慣の定
着に向けて、各校ＰＴＡの活動として
取組むよう運動を展開した。 
②漢字・算数、数学の検定試験に補助
制度を設け学習意欲の高揚を図った。 
 
 
 

学校ごとの取組みにバラ
つきがあり、今後は統一
感を持った活動が必要で
ある。 

Ｂ 

よりわかる授業の展開と子どもたちの理
解や習熟度を考慮した指導などに改善・
工夫をする。 

①根室教育局指導主事による指導や
校内研修、自主公開授業研修を奨励し
た。 

若い教員が多いこともあ
り各校が積極的に指導主
事を活用しているが、も
う少し指導主事の積極的
な活用や自主公開授業研
修が行われるようにした
い。 
 
 
 

Ｂ 

地域の素材や環境、地域の人材を生かした総合
学習の推進。 

①知床財団の専門員、漁協女性部、北
方領土返還語り部などを活用した授
業が積極的に行われた。 
 

引続き外部講師の積極的
な活用に期待したい。 

Ｂ 

 

小学校における外国語活動の推進 ①羅臼小学校が根室管内の基幹校と
して文部科学省の委託事業を受けて
実践活動を行った。 
 
 

管内の基幹校として成果
が確認できる活動が展開
された。 Ａ 
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 教師の指導力の向上 ①学級経営研修会を２回開催した。 
②Ｑ－Ｕテストの研修会を開催した。 
③他校の公開授業への参加を奨励し
た。 
 
 

Ｑ－Ｕテストの研修会を
引続き行い、学級経営や
日常の授業で活用する方
策を確立する必要があ
る。 Ｂ 

（豊かな心や健やかな体を育む教育） 
コミュケーション能力や規範意識が低下し

ている。自然体験や社会体験など集団活動

を通じて育成していく。 

①東京農業大学との連携でルサ川にお
ける自然体験学習を行った。 
②厚岸町のネイパル等で宿泊研修を行
ないコミュケーション能力や規範意識を
高めた。 

まだ充分な取組みにいた
っていない。教職員に対
する意識高揚を図る手立
てが必要である。 

Ｃ 

ボランティア活動の推進 ①全校の中学生と全校の高校生が一体
となって町内一斉清掃ボランティア
活動を実施した。 
②各種大型イベントの終了時に各中学
校・高校の生徒会によって会場及び会
場周辺の清掃ボランティア活動を行
った。 
 
 

ボランティア活動の発展
的拡大が期待できる。今
後小学校にも好影響を及
ぼすものと期待できる。 

Ｂ 

キャリア教育活動の推進 ①キャリア教育の事前研修を行った②
商工会を始め関係団体等の協力を 
 得て、職場体験活動を行った。 
 
 

キャリア教育の意義を深
め、効果的な展開が求め
られる。 Ｃ 

食育の推進 ①羅臼漁業協同組合各部会より食材の
無償提供を受け、地産地消の学校給食
を実施した。 
① 学校において「食べ物と体」につ
いての授業を推進した。 

 

地産地消の学校給食は水産
加工振興協会の支援を受け、
無償で食材加工として提供
を受けている。食育の推進は
各学校で工夫が必要である。 Ｂ 

（中高一貫教育の推進） 
「知床学士」認定制度を創設し運用する。
専門推進員を配置し、自然学習の体系化
を推進する。 

①自然環境教育の専門推進員を配置した。 
②「知床学士」認定制度を創設し、第１
回検定試験を実施した。 
 

自然環境教育推進専門員
と羅臼高校とのＴＴは効
果的に推進されている。
中学校との連携はまだ充
分ではないが、着実に深
化している。 

Ｂ 

幼稚園・小学校の発達段階に応じた自然
教育のカリキュラムを整理し、将来の中
高一貫教育の自然環境科目群との整合性
を図る。 

①幼稚園から高校生までの体系化した
自然学習プログラムを検討し平成２
３年度までに完成するよう策定作業
を行っている。 
 
 

羅臼町確かな学び推進プ
ランの一貫として、発達
段階別の自然環境学習の
目安が確立されている。 

Ｂ 

自然環境教育推進専門員を配置し、中高
一貫教育の自然教育の質的向上を促進す
る。 

①高校における理科の時間をはじめ自
然教育に係る授業に専門員を派遣し
た。 
 

高校では質的向上は図ら
れたが、中学校は不充分
である。 

Ｂ 

自然環境教育推進専門員と高校・中学校
とＴＴを検討し、可能なところから実施
する。 

①自然環境教育推進専門員によるＴＴ
活動を積極的に推進した。 

高校でのＴＴは充分実績
を上げているが中学校で
はもっと工夫した活用を
検討する必要がある。 

Ｂ 

 

幼稚園・小学校・中学校と交流授業を推
進する。 

①自然環境教育推進専門員による交流
授業は行わなかった。 

幼稚園から高校生までの
体系化した自然学習プロ
グラムが出来てから具体
的な活動を行う。 

Ｄ 
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（２）社 会 教 育 

評価Ａ：達成している（効果が現れている） Ｂ：ほぼ達成している（一部効果が見られる） 

   Ｃ：進行中（着手はしているが、効果がみられない） Ｄ：未着手 

（社会教育計画・条件整備） 中期計画達成度の理由 問 題・課 題 等 評価 

諸会議 

目標：生涯学習の観点から、当町の社会
教育の振興策を探り、地域に根ざ
した推進方策を考える。 

 

道レベルの研修会では、社会教育委員
の自主的活動が取上げられており、毎
回数名の委員が参加し研修を深めて
いる。適切な時期に自主的な情報交換
会の開催が望まれる。 

・社会教育委員活動の主
体的取り組みの啓発 
・第６次社会教育中期計
画の策定に向けた取組
み 

Ｃ 

社会教育計画及び各種調査研究 

目標：地域の実情に即した社会教育計画
の策定を行う。そのために各種調
査及び資料収集活動を行い、計画
の遂行及び事業展開のための基礎
資料とする。 

 

事業アンケートにより、参加者がどの
ような内容の学習を望んでいるかの
データーが集まっている。 

データー収集は家庭教育
学級でのみ実施。 
中期計画の策定のための
調査をどのように情報収
集するか。 

Ｂ 

学校開放事業 

目標：住民の生涯学習活動を推進するた
め、学校施設を開放し、学習の場
として提供するための条件整備を
図る。 

 

羅小では、陶芸サークルが学習発表会
にあわせて展示を行っている。 

文字通りのコミ二ティー
スクールに近づけるため
の方策を模索。 

Ｂ 

（指導者養成・研修） 

野外体験指導者養成事業 

目標：自然の持つ教育作用を認識し、豊か
な自然環境を使った野外体験プログ
ラムを指導・提供できる指導者を広く
養成する。 

予算減により、方向転換した事業である。
実質的な指導者養成事業ではない。 

実質的な指導者養成事業
ではない。 
有志の高校生によるサブ
リーダー養成のしかけを
どのようにするか。 

Ｃ 

各種リーダー研修派遣事業 

目標：管内・全道・全国的な各種リーダ
ー研修事業に派遣し、資質の向上
を図るとともに、団体活動の活性
化に資する。 

 希望者が多数の場合に何
らかの方法で選出しなけ
ればならなかった。希望者
がいない場合は、それでも
良いとの確認をしている。 
教育局の開催案が展示さ
れる。釧根地区で開催する
ような案が出されている。 

Ｂ 

（青少年教育） 

第２７回ふるさと少年探検隊 

目標：ふるさとの自然に親しみ、豊かな
心を養い、子どもたちの郷土愛、
忍耐力、協調心を育てる。 

グループ毎の５日間の宿泊により仲間意識
が芽生え、協力し合う姿勢が見られる。ま
た、自然の中で日常的な生活を送ることで
忍耐強くなっているところがみられる。 
 

世界自然遺産の目的と環
境問題をどのようにプロ
グラムに取組むかが課題。 Ｂ 

高校生の水産教育 

目標：漁業後継者を目指す高校３年生を対象
に、漁業に関する基礎的、基本的な考
え方や、知識・技術を学ぶ機会を提供
する。 

羅臼漁協・羅臼高校・教育委員会三者の共
催事業として定着しており、世界自然遺産
の環境保全と関連させることができ、次代
を担う漁業後継者の育成が図られている。 

期間を延長し、計２０回を
目標にしたが、対象学年が
３年生で１２月までに終
了させることがベストだ
とわかった。 
知床学士との関連性を検
討する必要がある。 
三者の担当者の引継ぎを
しっかりとしていかなけ
ればならない。 
 
 

Ａ 

 
 
 
 

社

会

教

育 

成人式 

目標：成人となったことを祝い、社会人
としての有意義な人生を歩むよう
誓い、励ます機会とする。 

 従来どおり、行政主導が良い
のか、実行委員会方式で形づ
くらせるのが良いのか。 
新成人に対し、行政がとる姿
勢を大切にする。 

Ｃ 
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 家庭教育学級 

目標：家庭教育どうあればよいのか、親
のあり方、発達課題、子育ての悩
み等、気軽に考えあえる場をつく
り、よりよい家庭づくりを目指す。 

当町では、家庭教育について学ぶ数少ない
機会ではあるが、講演会等の集合学習は参
加者が少なく開催が難しい一面がある。
又、特に参加して欲しい（学習必要のある）
者の参加が見込めず効果が上がらない悩
みがある。 

平成１６年度から各小中
学校ごとの課題を取上げ、
ＰＴＡ・学校と共催して、
参観日等を機会として実
施してきたが、いずれも参
加状況が悪い。 
ＰＴＡ連合会との共催で
実施できないか打診中。 

Ｃ 

（芸術文化） 

芸術文化活動振興奨励事業 

目標：町民の自発的、創造的な芸術・文
化活動の促進を図るため、町民を
対象とした芸術・文化的な事業を
行う団体に対して助成を行う。 

意欲ある人材が固定化しており、広が
りに限界がある。 

意欲的なサークルの早めの
情報収集。 
課題は、そのサークル・団
体への支援、新たな人材の
発掘育成。 

Ｃ 

少年芸術劇場 

目標：町内の児童・生徒に優れた芸術文
化の鑑賞機会を提供し、豊かな情
操の涵養に資する。 

今年度の音楽の演奏中、小学、中高の
部共に一体となって鑑賞していた。 

予算的に公演依頼先に限り
がある。 
平成２２年度の演劇を選定
するにあたり、小学生の部
及び中高生に適した依頼先
をさがす。 

Ｂ 

（団体・サークルの育成・支援） 

子育て支援関連事業 

目標：子育てに関する事業を展開する関
係機関と連携をとりながら、子育
て情報の提供を行い、サークル活
動を支援していく。 

 子育て支援サークル「すま
いる」との連携が問題点で
あるが、サークルの一時活
動休止と合わせて担当者の
力不足。 

Ｄ 

社会教育関係団体等の育成・支援 

目標：社会教育関係団体やサークル等の
育成を図り、団体・サークルの自
主的運営を促し、活動の助長を図
る。 

ほぼ自主的に活動がなされている。役
員改選時にはしっかりとした引継ぎ
がなされるよう気をつける。 

かなり自主的に活動されて
いる。 
どんな時に、どんな支援ど
んな協力。 
担当者次第で変る接し方で
は問題あり。課内での打合
せは不可欠。望まれる社会
教育関係団体とは、そこが
最終目標。 

Ｂ 

郷土芸能振興事業 

目標：郷土芸能「知床いぶき樽」を学習
素材として後世に伝える。 

組織がしっかりとしており、自主的な
活動がなされている。 

活動、取組み状況の把握が
必要。 
指導者の育成に支援・協力
が必要。 

Ｂ 

各種教育団体派遣費助成事業 

目標：町内の社会教育団体、その他これに類
する団体及び団体に所属する個人が、
スポーツ・文化活動において、全国・
全道大会、事業等に出場する場合、助
成を行い町民の心身の健全な育成と
技術及び文化の振興を図る。  

 

 ただ派遣することにとどま
っている。 
派遣する団体の取組み紹
介、結果紹介が課題。 

Ａ  

（文化財保護事業） 

埋蔵文化財保護事業 

目標：古代の歴史を今に伝える遺跡を保
存し、事前協議の必要なものに関
しては調査を実施する。発掘調査
が必要なものは発掘を実施し、記
録として保存する。 

６件の事前協議があり、１件について
は試掘調査を実施し、包蔵地の存否を
確認。これにより、町内の遺跡破壊が
防止されている。 

特に問題、課題はない。 

Ａ 

 

国指定文化財保護事業 

目標：国指定天然記念物の保護と生態、
生育環境の調査、一斉調査を行う。 

環境省・知床財団に協力し、新たにオ
ジロワシ営巣木３、シマフクロウ雛４
羽の巣立ちを確認した。これにより、
営巣地周辺の破壊が食い止められて
いる。 

特に問題、課題はない。 

Ａ 
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北海道指定天然記念物保護事業 

目標：道指定天然記念物の保護・管理に
努める。 

間欠泉の噴湯調査、環境調査を実施した
が、依然として噴湯停止、立入り規制は
続いている。 

間欠泉の噴湯停止、岩盤剥
離のため光ごけの立入り規
制。 
間欠泉は今しばらく様子を
みたい。光ごけは前庭部の
落石なので、町の対応待ち
となっている。 

Ｂ 

 

郷土資料室整備事業・管理事業 

目標：自然や歴史的文化財を多く残す当
町において、その一部に間近に接
し、郷土への認識を深める。 

収蔵資料については「明治４０年以降村勢
状況調査」（３４３ページ）の書下ろしが終
了。又、古写真のデジタル化（現在１００
枚程度）を進めている。「続・羅臼町の地名
について」発刊６００部 

小・中学校が４校になった
際の移動展のあり方を検討
中。 Ａ 

（地域に根ざす事業） 

調査・評価 

目標：公民館活動充実のため、各種調査・
評価を行い、事業展開の基礎資料
とする。 

趣味の講座への参加者が少数のため
アンケート調査は実施していない。 

参加者との話し合いでは、これ
と言った意見が出てこない。 
講座の指導者となるべく人材
が少ないため、発掘等が必要と
思われる。 

Ｄ 

（生活文化を高める事業） 

ふるさと体験教室「知床ｋｉｄｓ」 

目標：羅臼の自然に親しみながら学習し、
郷土の文化を愛する心を育てる。 

参加しているｋｉｄｓが楽しみながら
自然と郷土文化を学習している。 

参加しているキッズがスポ
ーツ少年団等の活動を優先
するため欠席が多い。 
毎年同じキッズが参加する
傾向があり、新規プログラ
ムの開発が必要。 

Ｂ 

各種趣味講座 

目標：趣味的活動を通して、一人でも多
くの人が生きがい感と創作の喜び
を持てる機会を提供する。 

講師及び参加者の確保が不十分となって
いる。 

講座の指導者となるべく人材
が少ない。 
講師の確保及び参加者の確保
が課題。 

Ｃ 

郷土料理教室 

目標：郷土の素材を使った料理を通じて、
郷土を理解する。 

 講座の指導者となるべく人材
が分からない。 
講師の確保及び参加者の確保
が課題。 

Ｃ 

こまぐさ学級 

目標：趣味活動、教養講座を通じて高齢
者が生きがい感をもてる機会を提
供する。 

参加している生徒からは「声を出す」
「体を動かす」「他の生徒と会いお話
ができる」等の声が聞けた。 

男性及び新規生徒の発掘。 
高齢者に即したメニューの
発掘。 Ｂ 

公民館相談事業 

目標：各種グループ・サークルの自主的
な活動を助長し、住民のふれあい
活動を促進する。 

利用団体がいない。 予算が限られているため周
知しにくい。 
職員でやれることを積極的
にやりながら、講師バンク
を積極的に活用。 

Ｃ 

第３９回羅臼町総合文化祭 

目標：町内の文化活動をしている個人・
団体・グループが一堂に会し、日
頃の活動成果を発表する機会を提
供し、活動の助長を図る。 

一般作品展への出品者数も増加して

いる。 

文化祭に関わりを持つ参加者
が少なくなっている。 
自己中心の参加者が多くな
り、自分の用件のみの関わ
りとなっている。 
実行委員会としての意識を
どれだけ持ってもらえる
か、組織として動けるよう
なしかけが必要。 

Ｂ 

児童・生徒美術書道展 

目標：町内の児童生徒の美術及び書写活動に
よる作品を一堂に会することにより、
一層の情操と創造の心を育てる。 

作品数が減少傾向だが、作品を一堂に
会している。 

美術の部で作品にバラつき
が見られる。教員の意識、
取り組み方で意義・効果が
生まれるので、事業趣旨を
正しく理解してもらうこと
が必要。 

Ｂ 

 
 
 

公

民

館 

芸術文化鑑賞事業 

目標：多くの人に知られている著名人を講師
として招き、現代社会に即応できるよ
うな知識・見聞を深める。または、生
の優れた音楽を鑑賞させる機会を提
供する。 

限られた予算の範囲で、著名人を講師
として開催できた。 

予算内で選定できる著名人
がいない。 
文化講演会では黒字になら
ない。入場者が見込めない。 Ｂ 
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ロビー・ホール展示事業 

目標：気軽に芸術文化に触れる場とする
ほか、学習活動の発表の場として
も活用する。 

展示内容を毎月変えながら展示する
サークルが出現した。 

展示事業が増加している
がまだ空白の期間がある。 

Ｂ 

ふれあいコンサート 

目標：町内の園児・児童・生徒等に音楽
の発表の機会を提供する。活動の
助長を図りあわせて異世代の交流
を通じたふれあいの場とする。 

新規出演団体が見られないものの、異
世代の交流を通じたふれあいができ
ている。 

出演者の固定化。 

Ｂ 

（図書室振興・基盤整備） 

資料整備事業 

目標：町民一人ひとりの資料要求にきめ
細かく対応し、個人学習を支援す
る。 

「情報発信の場」を目指して活動して
いるが、最新の資料を充分に購入でき
ない状況が続いている。 

新刊購入費が不足し、目標
とする学習支援が充分でき
ない。 
緊縮予算が続く状況にあ
り、予算回復が課題だが、
苦慮している。 

Ｃ 

本との出会い講座・講演会 

目標：親子の絆を深める家庭での読み聞
かせを普及するため、絵本につい
て学ぶ機会を提供する。 

家庭での読み聞かせは普及されてき

た。 

予算が少ないため、著名な
講師を招くことが困難。幼
稚園との連携はうまくいっ
ているが、親の意識付けを
強化したい。 

Ｂ 

第８回らうす古本市 

目標：限られた資源を有効利用しようと
するリサイクル時代に、不要にな
った本や雑誌を町民に還元するこ
とにより再活用してもらい、地域
の環境に気付き、この活動を通し
て図書活動への関心をもってもら
う。 

古本市は浸透してきたが、協力体制が
広がっていないため、図書館活動の推
進についても広がりがあまり見られ
ない。 

協力員の都合により参加 
出来なかった。協力体制や
開催の内容見直し。 

Ｂ 

図書室出前事業 

目標：町民の要望や、学校での読書案内
の要望にきめ細かく対応し、図書
活動の推進を図る。 

積極的に働きかけが出来ない状況。 事業は利用してもらいたい
が、増えるほど職員の負担が
大きくなり、司書一人ではつ
らい。 
内容について特に問題はない
し、もっと出前事業を増やし
ていきたいが、現在の職員体
制を変える必要がある。 

Ｃ 

 

１日子ども司書 

目標：図書館の仕事について知ってもら
い、適切に利用できるよう援助す
る。また、本を介し読書の動機付
けを図る。 

定着している。 特に問題はないが、司書１
名ではつらい。 

Ａ 

図書館バス利用ガイダンス 

目標：町内の子どもたちに公共施設を適
切に利用する習慣や、社会性を身
に付けてもらうため利用指導を行
う。 

定着している。 特に問題はないが、司書１
名ではつらい。 

Ａ 

 

読み聞かせ事業 

目標：本の紹介や読み聞かせを行い、読
書の動機付けを図る。また、司書
との交流を図り図書室に親しみを
もってもらう。 

子育て支援としての読み聞かせに取
組み、親子のふれあいができる事業を
展開している。 

春のお話会は行えなかっ
た。秋も子ども祭が中止と
なり行っていない。クリス
マスはインフルエンザの流
行があり中止。 
０歳から２歳までの赤ちゃ
んへ読み聞かせを定着させ
る。季節のお話会はサーク
ルとの調整をはかりながら
実施していく。 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
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（諸会議・調査） 

諸会議 

目標：社会体育振興の視点から当町の体育・ス
ポーツ並びに健康・体力づくりの振興方
策を探り、地域に根ざした社会体育の推
進に努める。 

町民のニーズを把握し、計画的な生涯
スポーツ活動を具現化した総合型ス
ポーツクラブ設立に関わり、体育指導
委員会が果した役割は大きい。 

総合型スポーツクラブ設立
後、体育指導員の活用が図ら
れていない。 
行政が期待する体育指導委
員の役割と活用について検
討が必要。 

Ａ 

調査 

目標：各種調査により社会体育事業を効
果的に実施する方策を探る。 

現実的に、用紙を使用した調査は難しい。
又社会体育事業の削減により、事業アンケ
ートの機会はほとんどない。但し、クラブ
協働事業における「らいず」の動きとして
２０年度に年間事業アンケートを実施し
た。 

社会体育事業は皆無で事業
満足度アンケートは未実施。 
調査方法の検討。 Ｂ 

（機会提供事業） 

小学校陸上運動大会 

目標：各種の陸上競技を適切に行わせる
ことにより、心身の健全な発達を
促し、相互の友愛を深め、公平な
態度を育てる。 

“走る・跳ぶ・投げる”等、体を動か
す基本動作を、陸上競技ルールに基づ
いた実施から機会提供が図られてい
る。 

陸上競技について、適切な指導
が受けられるような場が必要
ではないか。 
陸上競技講習会の検討。２校に
なることで集中した講習会が
可能か。運営委員会の体制、競
技役員不足の補い方について
検討。 

Ａ 

各種関連事業 

目標：練習成果発表の場及び町民相互の交流
機会の提供を図る。 

各種大会運営は順調であり、町民の貴
重な練習成果発表の場となっている。 

スポーツ交換大会への参加か少
ない。 
国後眺望駅伝の補助金は２２年
度より打切り予定。 
体育協会の組織強化。国後眺望
駅伝は２２年度第２０回大会で
あり、記念事業と位置づける。 

Ａ 

スポーツ相談事業 

目標：各地域におけるスポーツ・レクリェー
ション、健康づくり活動を活発化させ
るとともに、自主活動の促進及び指導
者養成を図る。 

予算的に積極的なＰＲはしていないが、相
談に応じる用意はある。又、スポーツクラ
ブによる健康事業の充実により、以前ほど
相談件数はない。団体のレクリェーション
指導の要望が多い。 

ニーズに応えるためのスキ
ル獲得など、研修事業の充実
が必要。 Ｂ 

学校体育施設開放事業 
目標：地域住民の居住地域である学校体育施

設を開放することにより、スポーツ・
レクリェーション活動の促進を図り、
健康・体力づくりの意識づけを図る。 

羅小と春松小の定期利用で、サークル
活動は足りている。年間何回かの申請
があるが、定期的に活動が継続してい
ないのは、施設の老朽化などによる不
便さが原因と思われる。 
 
 

羅小・春小の利用でほぼ充足
している。 
 

Ｂ 

（施設整備事業） 

体育施設の整備・充実 

目標：各スポーツ施設の整備及び効果的な開
放の促進を図る。 

施設の維持管理と有効利用に関して

は充分に達成しているが、継続的な修

繕と更なる有効利用が必要。 

老朽化が著しいが、予算確保
が困難。 
２１年度、アリーナ床ワック
ス、トイレ一部改修、１階会
議室部分改修実施。 
単年度、計画的に修繕・補修
を実施する必要がある。 

Ｂ 

（その他） 

各種補助事業 

目標：各種スポーツ団体が、より活発な
自主活動を展開するための経費を
補助する。 

補助金を有効に活用し、高い効果が見
られる一方、減額・廃止による今後の
団体活動や大会運営の停滞が危惧さ
れる。継続的な補助が必要。 

国後眺望駅伝補助金は平成２
２年度より打切り。 

Ａ 

（団体育成・指導者育成） 

社会教育団体等の支援 

目標：団体をリードする指導者の発掘、養成
を推進し、自主自立を目指した継続的
な支援、育成を目指す。 

指導者・リーダーの育成が徐々に行わ
れ、活躍する場の増えてきているが、
充分ではない。 

体育協会は組織強化を図るため
２２年度重点を置くことが必要。 
総合型スポーツクラブはクラブ
マネージャー配置予定。自主自立
を目指す。 

Ａ 

 
 
 

社

会

体

育 
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第Ⅳ章 外部評価委員会の意見要約 
 

１ 教育委員会全体について 

○教育委員自らが研修機会を設け、研鑽を積んでいることは大変重要な事であり、組織

が変容するための重要な手段である。 

○羅臼町の特性を踏まえた教育の状況の分析、そこから抽出された教育課題を解決する

ための議論・検討と手立ての立案が施策となって反映されることが望ましい。 

 

２ 幼稚園教育 

○「言語の概念」「数の概念」などを遊びの中に取り入れた教育の取り組み、小学校との

交流・連携など積極的な取組みは評価される。特に、羅臼町は羅臼幼稚園から羅臼小学

校、春松幼稚園から春松小学校という整理された形での運営になったメリットを活か

し、より一層の連携強化が図れる事が期待される。 
○幼・小の連携は、「一人ひとりの学びの成長を見取る」という視点で、今後も、幼稚園

の先生と小学校低学年の先生の交流促進を積極的に行って欲しい。 

○幼児期に育てたい項目の中に身体作りがある。「座る」「聞く」など、（落ち着いて授業

を受ける）小学校の授業のスタイルに耐えられる身体作りを意識して、生活や遊びの中

に積極的に取り入れていくことを期待する。 

○「早寝、早起き、朝ごはん、歯磨き、そして外遊び」などの生活習慣は幼児期からの取

組みが必要である。子育て支援センター（発達支援センター）との積極的な連携を図り

ながら、子育て支援センターの機能が持てる幼稚園に発展していくことが期待される。 

○一人ひとりの子どもの育ちに関する意見交換の機会を設けること、羅臼町の幼児の実態

に合わせた園内研修の充実、研究会・研修会への参加など、幼稚園の教員集団自身によ

る計画的な研修計画が立案され、実施されていくことが必要である。 
 

３ 学校教育 

（１）信頼に応え魅力ある学校づくり 

○羅臼町の取り組む、特別支援教育やいじめ不登校等の対策などは評価する。今後一層の

推進を望む。 

○「幼稚園から高校まで一貫して力をつける羅臼町」として、学校・地域が一体となって

取り組む施策が期待される。 

○幼稚園教育・学校教育でも、羅臼の子ども達のかかえる課題を抽出し、解決のための議

論・検討と手立ての立案が施策となって反映されることが望ましい。 

キーワード：食育（肥満・虫歯）、幼児教育、一貫教育、教員研修 

（２）確かな学力を育む学習指導について 
○若年教員支援として「授業力」の向上は必須の条件で、「子ども理解に基づく授業作り」 
を引き続き充実させていくことを期待する。子どもたちの理解や習熟度を考慮した指

導などに改善･工夫をすることについて、積極的に北海道立教育研究所、同附属理科教

育センター・同附属情報教育センター、特別支援教育センターなどへの定期的受講を

させてはどうか。 
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○「授業力の向上」と「子ども理解にもとづく授業づくり」を、教師支援の重点として取

組み、羅臼町が抱える課題を危機感と捉え、地域・家庭との十分な連携体制で推進する

ことに期待する。 

 

（３）豊かな心や健やかな体を育む教育 

○幼小中高等学校一体となって豊かな心、健やかな体を育むプログラムを作成してはどう

か。 

○食育に関する羅臼町の総合プログラムがあってもよい。 

○羅臼の子ども達に、キャリア教育を意識した「食育・コミュニケーション能力育成・ボ 

 ランティア活動・性教育など」を通して「自分達も羅臼町の町民で町作りの一員である」 

という自覚を育てる教育の推進を期待する。 

○コミュニケーション能力の向上にむけて日常的な取り組みが必要である。また、ボラン

ティア活動は、中高生のみならず小学生からの取り組みも可能であり、そのような機会

を活かして、子ども達が「必要とされている」「役に立っている」「ほめてもらえた」と

いう経験を充分に積むことが出来る場にしていくことが必要であり、「自分達にも羅臼

町の町民としての役割がある」との自覚を促し、町づくりの一員として責任を担ってい

く活動に発展させていくことも可能である。 

○危機管理体制の強化は、学校内外での事故防止のためにも、教職員のみならず、子ども

達への安全教育や、防災教育の充実が必要な時代となっている。また、性教育の取り組

みや「親になるプロセス」作りの教育も強化される必要がある。 

 

（４）連携型羅臼町中高一貫教育の推進について 

○「自然環境学習」をキーとした中高一貫教育が評価できる。羅臼町ならではの取り組み

であり、今後「自然環境学習」をキーとした中高一貫教育の一層の推進と、幼稚園・小

学校・中学校を連携強化した取り組みの充実を望む。 
○高校と中学校の連携を強化し、特別支援教育の観点を取り入れたりすることによって、

高校側が中学生段階での「子どもの学びと育ち」の情報を入手することは可能であり、

それによって高校の授業作りや生徒指導に反映させていくことができる。また、子ども

の学びの状況を高校から中学校に返すことによって、中学校の授業改善に反映させたり

することも可能である。このことは、小学校と中学校の関係でも同じことが言える。 
○幼稚園･小学校・中学校と交流授業を推進することは重要な事である。また、羅臼町の理

科教育振興のために、理科支援員の配置は小学校だけではなく、中学校への配置も考え

るとともに、小・中・高等学校の理科教諭が一体となった、多くの方々への理科振興を

図る「科学を学ぶための行事」を開催してはどうか。 
○水産資源とアカデミックな水産関係に関して非常に素晴らしい場所であるが、地元から

次につながる人たちが出てこないことに危惧している。 
知床羅臼という非常にいい場所を活かし、子どもたちが卒業しても観光や他の産業に活

かせるところまで進める必要がある。自然教育という部分から自然を理解してくれる子

どもたちも増え、それが底上げされて、この５年間くらいで自然に対する考え方も変わ

っている。 
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○住民の町づくりへの主体形成、住民自治の醸成のためにも一層の充実が期待される。新

しい公共の概念を議論し、住民参加による社会教育計画の立案と社会的協働が営まれる

地域づくりが成される事を期待する。 
○第６次の計画立案にあたって、学校の教育体制の課題等が出てくると思うが、担当が替

われば一からやり直しということが多々ある。行政は特にそういう部分があるが、組織

の活性化は計画的にやらなければいけない。人が替わっても安定的にシステムが定着す

るまでは人事の異動は控えるくらいの対応が必要である。 

 

４ 社 会 教 育 

（１）社会教育計画・条件整備 
○住民の町づくりへの主体形成、住民自治の醸成のためにも一層の充実が期待される。新

しい公共の概念を議論し、住民参加による社会教育計画の立案と社会的協働が営まれる

地域づくりが成される事を期待する。 
○第６次の計画立案にあたって、学校の教育体制の課題等が出てくると思うが、担当が替

われば一からやり直しということが多々ある。行政は特にそういう部分があるが、組織

の活性化は計画的にやらなければいけない。人が替わっても安定的にシステムが定着す

るまでは人事の異動は控えるくらいの対応が必要である。 
 
（２）指導者養成・研修 
○野外体験指導者養成は、羅臼町のこれからの発展のためにも充実していく事を期待す

る。特に安全の確保と事故への対応を強化することと、高校生のサブリーダーが積極的 
に参加できる機会を作っていく事に期待する。 

 
  
（３）青少年教育 
○子ども達へのプログラム、後継者養成プログラムなどの一層の充実を期待する。家庭教

育学級が苦戦されているが、家庭の教育力の向上は、子ども達の学びの環境整備のため

にも必須の条件となる。関係者が知恵を出し合い充実させていくことを期待する。 
○小・中を視野に入れ、一貫した水産教育の展開も考えられるのではないか。 
○青年の人材育成に係わる事業が無いのではないか。今の羅臼町をみると、人材が育って

いない。町・商工会・漁協が一体となって、どのような取組みが必要か話し合う場を持

ち、計画を立てて実行してほしい。 
 
（４）芸術文化 
○芸術文化の分野は、自ずと「生活文化」に影響を与えている。また逆に、日常の生活改

善などが芸術文化への関心につながっている。大人の文化度が、生活環境の文化度とな

り、子ども達の生活や学力にも影響を与えているから、積極的な取り組みを期待する。 
○文化財保護事業は、次世代につなぐ事業として、充実していくことを期待する。 

 
（５）団体・サークルの育成・支援 
○子育て支援関連事業の充実は、家庭教育学級の充実へとつながっていくことから、人材

の発掘と育成は急務である。また、地域住民の自発的な団体活動を支援する事業は引き

続き充実させていくことを期待する。 
○部活動・少年団活動を通して児童生徒が学ぶ事が多くあることは否定できない。また、

それに力を発揮する教員もいることも確かであるが、羅臼町の学力向上の為の時間を確

保し、学級経営、教科経営に力を注ぐ時間を確保する為に、教員の部活動、少年団活動

への取り組みの軽減を図るべきである。 
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第Ⅴ章  まとめ 
平成２１年度羅臼町教育委員会が行った主要施策の内部評価をもとに、達成状況や取組み 
状況について、分野ごとに点検・評価をしていただきました。 
 変化する社会情勢の中で、子どもたちに自己実現できる力を身につけることが強く求めら

れています。知床の豊かな自然を充分に活用しながら、地域の教育力の向上を図っていきた

いと考えています。 
このたびの点検・評価では多くの貴重なご提言をいただきました。教育は、羅臼町の将来 
を担う人材の育成であり、生涯学習の視点を基底にして、教育委員会や学校だけではなく、

町長部局との連携をより一層深めながら、総合的に取組んでいかなければなりません。 
 多くの委員から春松地区と羅臼地区に幼稚園・小学校・中学校が配置されている教育環境 
を充分に活かすことが、羅臼町の特色ある教育の展開に大きな力を発揮するとのご指摘をい 
ただきましたので、具体的な方策について検討してまいりたいと考えています。 
 特に、幼稚園・小学校・中学校の連携による学びの継続と成長の連続性を大切にした活動

を実践するとともに、ＰＴＡ連合会が推進している生活習慣の定着に向けた活動を積極的に

支援し、学習意欲を喚起し確かな学びの定着を通じて子どもたち一人ひとりの豊かな育ちを

支えてまいります。 
 社会教育につきましては、今後もさまざまな学習機会を提供するとともに、第６次社会教 
育中期計画の策定にあたりましては、青少年教育の充実した取組みに意を用いながら町民の 
多様化する学びの意欲を支援してまいります。 
 特に、スポーツ活動は高齢社会における健康保持に有効な方策でもあることを意識し、総 
合型スポーツクラブらいずの活動を積極的に支援してまいります。 
 平成２１年度は、事務事業をはじめ各事業とも概ね計画通りに推進することができました 
が、今後、大学が持つ高い専門性を実践する場として、互恵性のある連携を深めながら、羅

臼町の特色ある教育を積極的に推進し、町民の信頼に応える教育行政を進めてまいります。 

（６） 公民館 

○全般的に課題が多々あり、努力はしているのだがなかなか成果が出ない状況であると推

測され担当者の苦悩が感じられる。さまざまな事業を運営するのだが、人材の不足、講

師の確保の困難さ、参加者の確保の困難さがあり、また担当者の業務への負担感が感じ

られる。 
まず、担当職員への労いが必要で、その上で、対応策検討のプロジェクトチームを結 

 成し、担当者を支援する体制が必要と思われる。また、行事当日の応援体制の充実、ボ 
ランティアの確保など業務が過重になるときに担当者任せにせず、職員がチームとなっ 
て取り組む必要性がある。 

（７） 社会体育 

○健康づくり推進事業は、高齢化が進む中で福祉・医療との関係も深く、社会的にも重要

な分野となっている。施設の老朽化などの問題もあるが、安全面に留意し、より一層の充

実を期待する。 
 


